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浪岡庁舎周辺整備事業計画概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年４月２３日 

青森市景観審議会 

 

浪岡事務所総務課提出 

 

                                  



 

浪岡庁舎周辺は、浪岡地区の中心に位置し、行政、学術・文化、防災等の拠点として、浪岡

事務所、中央公民館、消防署、総合保健福祉センター、土地改良区事務所など多くの公共施設

等が集積し、この地域と浪岡駅及び「あぴねす」を結ぶ路線に沿って浪岡地区の中心商店街が

形成されています。 

しかしながら、主要な施設である浪岡消防署及び浪岡中央公民館は、ともに老朽化が著しく、

施設の改築及び機能の向上が求められています。そのため、旧青森市、旧浪岡町が合併の際に

作成した市町村建設計画「青森浪岡２１世紀まちづくりビジョン」第６章合併特例債を活用し

たプロジェクト中に、防災施設等整備事業での浪岡消防庁舎改築、生涯学習センター整備事業

での生涯学習センター整備が掲げられています。 

さらに、浪岡庁舎敷地内の車庫、倉庫等の老朽化が著しく、また、敷地内の通路等が未整備

のため、乱雑に立地しており、効率的で機能的な土地利用がなされていない状況にあります。 

そこで、浪岡庁舎周辺整備事業において、浪岡消防署及び浪岡中央公民館の新築等にあわせ、

浪岡庁舎周辺を浪岡地区のランドマークとして、一体的、機能的な施設の再配置を図ろうとす

るものであります。 

 

 

１．浪岡庁舎周辺整備事業の位置づけ 
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（１）既存施設の現況及び事業対象施設は以下のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）本事業において、各施設の整備概要は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設名称  整備方針 利用者区分 

① 青森市役所浪岡庁舎 事業対象外（継続使用） 

② 浪岡総合保健福祉センター 事業対象外（継続使用） 

③ 浪岡中央公民館 新築建替え 

④ 克雪館 新築建替え 

市民全般 

⑤ 浪岡庁舎（車庫 1） ⑤⑥⑨を統合し建替え 

⑥ 浪岡庁舎（車庫 2） ⑤⑥⑨を統合し建替え 

⑦ 旧第 2庁舎（倉庫 2） ⑦⑧⑫を統合し建替え 

⑧ 旧第 2庁舎（倉庫 1） ⑦⑧⑫を統合し建替え 

⑨ 旧第 2庁舎（車庫） ⑤⑥⑨を統合し建替え 

⑩ 重機用車庫（車庫） ⑩⑪を統合し建替え 

⑪ 重機用車庫（倉庫） ⑩⑪を統合し建替え 

⑫ 旧法務局庁舎（倉庫兼集会所） ⑦⑧⑫を統合し建替え 

⑬ スクールバス車庫 新築建替え 

青森市 

⑭ 浪岡消防署庁舎 新築建替え 

⑮ 旧望楼(工作物） 解体撤去 

⑯ 車庫兼倉庫 解体撤去 

⑰ 旧消防庁舎（車庫兼倉庫） 解体撤去 

消防事務組合 

⑱ 旧福祉保健センター(車庫） 解体撤去 

⑲ 旧福祉保健センター(貸付建物） 解体撤去 

⑳ 旧福祉保健センター(倉庫） 解体撤去 

青森市 

○21  資源物保管庫 移転配置 地区住民 

○22  東北農政局 事業対象外（継続使用） 

○23  浪岡川土地改良区 事業対象外（継続使用） 
土地改良区 

○24  青森銀行ＡＴＭ 事業対象外（民間施設） 利用者 

① 

⑳ 

⑭ 

⑨ 

⑮ ⑯ 

⑱ 

⑰ 

⑲ 

⑦ 

⑩ 

④ 

⑥ 

② 

③ 

⑤ 

⑫ ⑪ 

⑬ 

⑧ 

23 

21 
22 

24 

事業対象施設 

対象外施設 

２．浪岡庁舎周辺公共施設について 
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（１）浪岡消防庁舎の整備方針 
浪岡消防庁舎の配置場所については、現在の配置が浪岡地区市街地の概ね全域をカバーする
形となっていることから、現状の市街地面積、形状を考えると、現在の配置場所が、比較的理
想的であり現在位置に新築建替えをし、その規模については、現在分散配置されている車両を
適切に収容できる車庫や簡易型の訓練施設及び勤務職員のための諸室等を設ける必要がある。 
なお、消防庁舎は一刻もその機能を停止できないことから、現在の建設場所以外の場所に新
築する必要があり、また、消防車両の迅速な出動を図るためには幹線道路に面している必要が
あることを考慮すると、新築場所は、現在の克雪館のある場所の周辺に限られてくる。そのた
め、現在の克雪館は移転改築により新消防庁舎の着工前に取り壊す必要がある。 

 
（２）浪岡中央公民館の整備方針 
浪岡中央公民館は、築３２年を経過し、施設全体が老朽化し、バリアフリー化がされてい
ないなど、多くの改善要望が出されているが、平成２２年８月に耐震診断を実施し、同１２月
に Is 値０．７９で耐震性の高い建物であるという診断結果が出ている。そのため、現在の建
物を改修するとともに克雪館等を増築する方法と全ての建物を一体的に新築する方法の２通
りの方法が考えられるが、住民ニーズに応えながら公民館の機能向上を図り、さらにはコミュ
ニティ活動や防災活動の拠点施設としての機能向上を図るため、中央公民館、多目的ホール、
克雪館を新築し、一体的に活用できる整備を行う。 

 
（３）倉庫、車庫等の整備方針 
浪岡庁舎敷地内には、倉庫・車庫等が１５棟あり、いずれも老朽化が激しいことに加え散
在しており、人と車の動線が複雑で不明確なことから、用途に合わせて整理、統廃合し、機
能的な再配置を行う。 

 
（４）敷地全体の区分及び通路等の整備方針 
安全でわかりやすく使いやすい施設の配置及び人と車の動線を確保するため、敷地内水路
等の付け替えもしながら、敷地全体を周囲の道路状況等に合わせて整然と区画割りし、縦横
の通路を整備することにより、既存の健康福祉センターも含めて、一体的・機能的で景観に
も配慮した土地の有効利用を図る。 

 
（５）グランドデザインについて 
浪岡庁舎周辺整備事業では、既存施設の浪岡庁舎、健康保健福祉センター等を残し、新た
に、浪岡消防署、浪岡中央公民館、倉庫･車庫、外構の基本･実施設計することから、それぞ
れのデザインが統一性を欠くことのない様に配慮しなければならないと考えている。 
この事業での核となる施設は、多目的ホールや克雪館を備えオープンスペースを一体的に
活用することにより住民が交流し、集うことのできる浪岡中央公民館であるため、そのデザ
インを軸として、その他の施設設計に反映することとし、浪岡自治区地域協議会等の意見も
聞きながら統一性に配慮し進めることとしている。 
また、浪岡庁舎周辺は本市の市街地景観（商業拠点）に位置付けられており、浪岡地区の
ランドマークとして魅力ある景観の創出に努め、住民にわかりやすいサイン、統一性のある
デザインの演出など、機能性に配慮した街並みの景観形成に努めていく。 

 

３．対象施設の配置計画 
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施設の配置計画案は以下のとおりです。 
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４．施設配置計画案 
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１ 計画地 
 (1) 所 在 地  青森市浪岡大字浪岡字稲村 101番地 1 
 (2) 敷地面積  約 1,900㎡ 
 (3) 地域地区等 
  ① 用途地域  第１種住居地域 
  ② 建ぺい率  60％ 
  ③ 容 積 率  200％ 
  ④ 防火地域  指定なし 
 
２ 消防庁舎建設の基本方針 
浪岡消防署建設においては、消防庁舎の持つ特殊性に消防事務の効率化を図るための要素を加
え、次の機能を備えるものとする。 
 (1) 敷地については、2車線以上の道路に面し、消防車両が出動する際、安全である場所 
 (2) 市民を守る防災拠点施設として、耐震上及び防火上安全な建築構造を有する機能 
・震災等各種災害に対し、防災拠点として、高いレベルの耐震性能及び防災性能を有し、ライ
フラインの寸断に対しても消防機能を維持できる設備（自家発電設備等）を備える。 
・庁舎は環境に優しく、遮音性、冷暖房効率のよい施設とする。 
 (3) 市民を守る防災拠点施設として、各種災害に対する消防活動における初動態勢を確立できる
機能及び 24時間勤務体制としての職員の業務と執務環境の両面に配慮した機能 
・迅速かつ安全な出動ができる車庫構造とし、諸室からの職員の動線にも配慮する。 
・職員の火災防御や屋内侵入、並びに救助活動等の訓練用として、簡易訓練施設を併設する。 
  ・職員の休憩時の環境向上として、仮眠室は個室とする。 
 (4) 一般行政機関として市民サービス及びニーズに応えられる機能 
・バリアフリーやユニバーサルデザインを基本とし、来庁する市民に配慮した、親しみやすい
庁舎とする。 
・地域住民に対する救命講習や防火講習も兼ねる会議室を備える。 

 
３ スケジュール及び予算 
 (1) スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 概算工事費     約 1,240,000千円程度 

５．浪岡消防署建設事業      青森地域広域消防事務組合消防本部庶務課 

‐５‐ 

項　　目
地質調査
庁舎周辺整備基本計画策定
基本・実施設計見積委託
基本・実施設計
克雪館及び周辺建物解体
庁舎建設工事
引越し
業務開始
現庁舎撤去工事

27年度23年度 24年度 25年度 26年度

浪岡事務所が実施

浪岡事務所が実施

浪岡事務所が実施

 



  
１．計画地 
（１）所在地    青森市浪岡大字浪岡字稲村１０１－１ 
（２）敷地面積    
（３）地域地区等 
①用途地域    第 1種住居地域 
②建ぺい率    60% 
③容 積 率    200％ 
④防火地域    指定なし 

    
２．既存公民館の課題及び市民要望 
①バリアフリーに関する意見 
・スロープ、階段手摺、エレベーター、多目的トイレ、洋式トイレ、風除室入口へ自動ド
アの設置。 
②会議室等に関する意見 
・小会議室の増設、大会議室の間仕切り機能、机・椅子の収納機能の設置及び各種機能の
充実。 
③多目的ホールに関する意見 
・収容人員の増強（現行１５０人→２００人程度）及び可動仕切板により多目的に使用可
能にする。 
・1階に配置。 
・照明・音響・映像設備の更新、充実。 
④図書室に関する意見 
・子どもが靴を脱いで本を読めるスペースが欲しい。 
・図書館機能（電子・ＤＶＤ等を含む）の充実。 
・利用者が使える図書検索システムの設置。 
⑤冷暖房に関する意見 
・各部屋に温度調節のできるエアコンの設置。 
⑥その他の意見 
・一体的な管理運営のために、公民館と克雪館を繋ぐ必要がある。 
・正面出入口を、もっと広く。 
・フリースペース、ミーティングルームの増設。 
 

３．青森市浪岡中央公民館の整備方針 
 中央公民館改築に当たっては、次のような機能の向上を図るものとする。 
（１）生涯学習施設としての公民館の機能向上 
①バリアフリーやユニバーサルデザインを基本とし、誰もが安全で分かりやすく使いやすい
施設とする。 
②多様な生涯学習活動に機能的に対応できる施設とする。 
・多様なニーズに対応できる会議室の配置（机・椅子収納機能、間仕切り壁など） 
・図書室の充実（蔵書数増、閲覧環境、読み聞かせ、図書検索機能など） 
・多目的ホールの拡充（収容人数増、ステージ、音響・照明設備、控室、練習室など） 
・公民館、多目的ホール、克雪館を一体的に活用できるようにする。 

 

６．青森市浪岡中央公民館整備事業       浪岡教育事務所教育課 

‐６‐ 

‐６‐ 



（２）コミュニティ活動を促進する拠点としての機能向上 
①子どもから高齢者、さらに障害を持った方も幅広く集い、交流し、様々な実習や子育て支
援などを通して、同世代同士または世代を超えたコミュニティの形成を促進するほか、市
民が気軽に立ち寄り、交流できる「ふれあい交流ホール」、さらに調理実習室や多目的な実
習室、和室等を同一フロアーに配置し、機能的・効果的に利用できるよう整備する。 
②統一されたデザインによる建物及びイベント会場としてのオープンスペースを広く効果的
に確保する。また、克雪館及び多目的ホールも含めて、公民館とオープンスペースを一体
的に活用できるよう整備を行う。 

（３）防災活動の拠点施設としての機能向上 
①浪岡事務所との連携の下、防災資機材を集中的に備蓄・管理するとともに非常電源等を備
えた避難所及び地区住民による防災活動拠点としての機能を確保する必要がある。 
・自家発電機を備える 
・防災用備蓄倉庫を利用しやすい場所に確保する 
・災害発生時、多目的ホール、克雪館、オープンスペースを含めて一体として利用できる
ようにする。 

 
４．スケジュール及び予算 
（１）スケジュール 

                           （    浪岡事務所総務課が実施） 
（２）概算工事費 
     約１，１５０，１６６千円程度 
 
 

事業内容 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 
地形測量及び地質調査      
庁舎周辺整備計画策定      
中央公民館・克雪館の基本実施設計      
克雪館及び周辺建物解体      
公民館・克雪館・ホール建設工事      
引越し      
業務開始      
（既設）中央公民館解体      

‐７‐ 

‐７‐ 



 
１． 計画地 
（１） 浪岡庁舎敷地    青森市浪岡大字浪岡字稲村 101－1 
               〃      178-2 
市道             〃      101-8 
水路 

浪岡総合保健福祉センター敷地  〃   269-1、269-2、270-1、270-2、271-1、 
271-2、272、273、274、275-1 

浪岡庁舎敷地、浪岡総合保健福祉センター間にある市道及び水路 
（２） 区域面積  約４．８ｈａ 
（３） 地域地区等 
①用途地域    第 1種住居地域 
②建ぺい率    60% 
③容 積 率    200％ 
④防火地域    指定なし 

    
２．浪岡庁舎周辺整備事業の整備方針 
（１）倉庫、車庫等について 
浪岡庁舎敷地内に分散している倉庫・車庫等について、用途に合わせて整理、統廃合し、
機能的な再配置を行うものとする。 
・ 倉庫については、主として市が利用し、公用書類、イベントや作業などで利用する備品
などを保管するためのものであり、庁舎等のスペースも限りがあるため、一定の保管施
設は必要と考える。収容面積は、現在の保管物や利用状況から 1,000 ㎡程度を見込む。 
・ 車庫については、主として市が利用し、公用車両(25 台)、ｽｸｰﾙﾊﾞｽ(6 台)、建設車両(4
台)、大型ﾛｰﾀﾘｰ(3 台)、小型ﾛｰﾀﾘｰ(2 台)程度を収容するものであり、適正に保管・管理
をするために必要な施設と考える。車両スペース以外に備品、工具等の保管スペースや
スクールバス及び除雪車の運転手の待機室等の設置も必要となる。敷地の効率性を考慮
した場合、車庫と倉庫を合築し、2階建てにすることも検討する。 

（２）外構の整備について 
より快適に、安全に、機能的に各施設利用を行うため、車の通路や駐車場、歩道や広場、
大型駐車場やバス停の配置を考え、施設の再配置をより効果的にするための環境整備を図る。 

 
①西側県道にバス停車帯を設け、現在のバス停による交通混雑を解消する。また、施設を利
用する人達の利便性に配慮した配置とする。 
②施設の再配置により、新たな駐車場及び歩道のアクセス性を考慮する。 
③西側県道と東側都市計画道路(佐野沖萢線)からのアクセスに配慮した敷地内通路の配置
を行う。 
④冬期間の除雪や集雪スペースを十分に設ける。 
⑤緑地やオープンスペースを取り、景観的な要素についても計画する。 
⑥現在の排水や水路について検討し、全体の造成や排水が、現況と整合性を持つ計画とする。 
⑦庁舎や中央公民館の入り口及びピロティに配慮した車と歩行者の動線にする。 
⑧駐車場の配置は、庁舎側と中央公民館側に利用者を想定し、バランスの良い割合で配置し、
部分的に冬期間の集雪場として利用できるような計画とする。 

７．浪岡庁舎周辺整備事業             浪岡事務所総務課 

‐８‐ 

‐８‐ 



⑨駐車場のスペースは、小型車用駐車場、公用車用駐車場、大型車駐車場を確保する。 
 
 
 
３．スケジュール及び予算 
（１）スケジュール 

                             
（２）概算工事費 
     約 1,275,225 千円程度 
 

事業内容 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 
地形測量及び地質調査      
庁舎周辺整備計画策定      
車庫･倉庫、外構の基本実施設計      
既存施設解体設計及び解体工事      
車庫･倉庫建設工事      
外構整備      

‐９‐ 


